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  ―

丸
山
町
方
言
の
自
然
談
話
③―

　本
連
載
を
始
め
て
19
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

月
と
来
月
の
２
回
は
、
引
き
続
き
市
内
南
東
部
の
山
間
の

集
落
、
丸
山
町
の
方
言
談
話
を
紹
介
し
ま
す
。
話
者
Ａ
は

丸
山
町
生
え
抜
き（
大
正
８
年
生
ま
れ
・
男
）、Ｃ
が
小
松
市

東
町
生
ま
れ
の
同
席
者（
大
正
12
年
生
ま
れ
・
男
）で
す
。

文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
表
音
的
片
仮

名
表
記（
文
節
分
か
ち
書
き
）で
示
し
、
適
宜（

　
　）内
に

共
通
語
訳
を
付
し
ま
し
た
。

Ａ

　ウ
ン

　コ
ッ
チ
ノ
ホ
ー
ノ
ー

　ア
レ
ァ
ー

　ハ
ナ
ダ

テ
ゴ
エ（
花
立
越
え
）ッ
テ

　ジ
ゾ
ー
サ
ン
ガ

　フ
タ
ツ

モ

　ア
ル
ケ
ド
ー
。
イ
マ

　ズ
イ
ド
ー（
隧
道
＝
ト
ン
ネ

ル
）オ

　ト
ー
ソ
ー
ト

　ス
ル
ノ
ワ

　ア
ソ
コ
ワ

　ト
ー

ゲ
ミ
チ
ワ
ー

　ア
ッ
タ
カ
シ
ラ
ン
ケ
ド

　コ
ッ
チ
ノ
ー

ア
レ
ァ
ー

　ヒ
ラ
ダ
ニ（
平
谷
）ジ
ャ
ナ
イ
ワ

　ベ
ン
テ

ン
バ
シ（
弁
天
橋
）ノ

　チ
ョ
ッ
ト

　テ
マ
エ
オ

　ミ
ギ

ニ

　ア
ガ
ッ
テ

　カ
ブ
ト（
兜
）ノ

　ダ
イ
ニ
チ（
大
日
）

ノ

　チ
ョ
ー
ジ
ョ
ー
エ

　ア
ガ
ル

　ホ
ン
リ
ュ
ー
オ

　

ヒ
ダ
リ
ノ
ワ

　ホ
ン
リ
ュ
ー
デ
ナ
イ
サ
ケ（
本
流
で
な
い

か
ら
）
　ミ
ギ
ノ

　カ
ブ
ト
ノ
ガ（
兜
の
方
が
）
　ホ
ン
リ

ュ
ー
デ

　ソ
レ
オ

　ホ
ン
リ
ュ
ー
ニ

　ソ
ー
テ（
沿
っ

て
）イ
ク
ノ
ガ

　イ
ゼ
ン
ノ

　カ
イ
ド
ー
ヤ
ッ
タ
ン
ヤ

（
街
道
だ
っ
た
ん
だ
）。

Ｃ

　ウ
ン
。
ソ
ン
デ

　シ
ラ
ミ
ネ（
白
峰
）ニ

　イ
カ
レ
タ

ノ（
行
け
た
の
）
　イ
ツ
ゴ
ロ
マ
デ

　イ
カ
レ
タ
モ
ン
ヤ

イ
ネ（
行
け
た
も
の
だ
ね
）。
シ
ェ
ン
ゴ（
戦
後
も
）
　ヤ

ッ
パ
リ

　イ
ッ
ト
ッ
タ
ン
ヤ
ロ
。

Ａ

　ン
ー

　ワ
シ
ラ
モ

　イ
ッ
ト
ッ
タ（
行
っ
て
い
た
）。

イ
ッ
タ

　オ
ン
。
ア
ー

　ソ
レ
カ
ラ

　エ
ー
リ
ン
シ
ョ

ノ
ー（
営
林
署
の
）
　サ
ギ
ョ
ー
イ
ン
ガ

　カ
ッ
チ
ャ
マ

（
勝
山
）カ
ラ

　ヨ
ケ
ー

　キ
ト
ッ
タ
。

Ｃ

　ホ
ー

　イ
ヤ

　ソ
シ
テ
ー

　シ
ラ
ミ
ネ
モ

　ヤ
ッ
パ

リ

　イ
ッ
タ
モ
ン
ケ
ネ（
行
っ
た
も
の
か
ね
）。

Ａ

　シ
ラ
ム
ネ
カ（
白
峰
か
）。

Ｃ

　オ
ン

　シ
ラ
ミ
ネ
ヤ
。

Ａ

　シ
ラ
ム
ネ
ゴ
エ
ワ

　ワ
シ

　イ
ッ
タ
コ
ト
ァ
ネ
ー
。

Ｃ

　ア
ー

　ソ
ー
ス
カ
。
フ
ー
ン

　ト
ユ
ー
コ
ト
ワ

　シ

ラ
ミ
ネ
ト

　コ
コ
ラ
ガ

　コ
ー
リ
ュ
ー
ガ

　ア
ッ
テ

　

コ
ト
バ
ガ
ー

　ニ
ト
ラ
ン
カ
ド
ー
ヤ
ラ
ト（
似
て
い
な
い

か
ど
う
か
と
）
　オ
モ
テ
ヤ（
思
っ
て
だ
）。

　
　

【
解
説
】

•
ハ
ナ
ダ
テ
ゴ
エ…

か
つ
て
新
丸
村
か
ら
東
の
白
峰
村
に

向
か
う
た
め
に
利
用
さ
れ
た
峠
道
。

•
カ
ブ
ト…

山
の
名
前
。
ダ
イ
ニ
チ
は
大
日
山
の
こ
と
。

•
ヨ
ケ
ー…

「
余
計
」か
ら
で「
た
く
さ
ん
」の
意
味
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
10

丸山町の大山林道の峠です。この峠を越えると
白山市鳥越の方に抜けられます。

219

連
載

－◥◤
市
民
協
働
で
創
り
上
げ
た
歴
史
の
舞
台
裏
◢◣－

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の「
歴
史
の

舞
台
裏
」も
平
成
10
年
８
月
に
産
声
を
上
げ
て
以
来
、
18
年

の
長
き
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
回
の
２

月
号
で
区
切
り
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
色
々
な

資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
新
し
い
発
見
や

興
味
あ
る
話
題
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　後
日
談
を
紹
介
す
る
と「
二
刀
流
作
家『
石
橋
』｣

を
掲
載

す
る
や
、
隣
り
に
住
ん
で
い
た
方
か
ら｢

幼
い
頃
、
何
気
な

く
遊
び
に
行
っ
て
た
白
川
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
、
著
名
な
作

家
だ
っ
た
と
は…

｣

と
驚
き
の
声
が
届
き
、
ご
ざ
産
業
を
高

め
た
松
本
佐
次
郎
を
紹
介
し
た
時
は
手
紙
が
送
ら
れ
、
小

松
の
恩
人
を
忘
れ
ず
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
そ
の
銅
像
が
末
広
公
園
に
潜
ん
で
建
つ
姿
を

憂
い
、
同
じ
く
恩
人
の
和
田
伝
四
郎
像
と
並
ん
で
置
い
て

ほ
し
い
と
嘆
願
す
る
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

願
い
が
届
い
た
の
か
、
現
在
そ
の
像
は
、
伝
四
郎
像
と
同

じ
芦
城
公
園
の
地
内
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　専
門
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
方
も
い
ま
す
。
公
会
堂

建
設
の
記
事
に
、
鉄
骨
固
定
に
使
う
リ
ベ
ッ
ト
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
ボ
ル
ト
と
同
じ
用
途
か
と
思
い
き
や
、
リ
ベ

ッ
ト
は
熱
し
て
使
う
鋲
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
東
京

タ
ワ
ー
の
固
定
に
も
リ
ベ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に

市
民
協
働
で
創
り
上
げ
て
き
た

「
歴
史
の
舞
台
裏
」だ
と
痛
感
し

た
一
幕
で
し
た
。

図
書
館
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
５
３
１
５

わ
た

び
ょ
う

【リベット】

【ボルト】

一人暮らしの母の家に、未開
封の健康食品や健康器具が並

んでいた。母は「親しくしている販売
業者から買った」と言うが、粗品や楽
しい会話に惹かれて高価な商品を
次々と購入しているようだ。

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
91

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

楽しくて通いつめ…健康食品に300万円!?

トラブル回避のポイント

◆商品の無料配布や楽しい会話で会
場に通わせ、販売員と親しくなった
後に高額商品を契約させる手口です。
◆被害者の大半は高齢の女性で、本
人に被害者という認識が無いため、
高額になるケースもあり、注意が必
要です。
◆高齢者は解約の知識が不足しがち
です。家族や周りの人も注意し、困
ったときは相談しましょう。

事例

1
2

3
4

松
太
く
ん
　第
９
回

　絵

：

た
く
ろ
ー

販
売
員
も
親
切
だ
し

最
近
通
っ
て
い
る
ん

だ
よ

そ
う
な
ん
だ

良
か
っ
た
ね

お
じ
い
ち
ゃ
ん

そ
れ
ど
う
し
た
の
？

数
日
後

来
場
者
を

惹
き
付
け
、
定
期
的
に

通
わ
せ
た
後
で

高
額
商
品
を

契
約
さ
せ
る

手
口
が
近
く
で

あ
っ
た
ん
だ
っ
て

隣
の
じ
い
さ
ん
に

物
が
安
く
買
え
る

か
ら
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
て

行
っ
て
き
た

明
日
か
ら

行
く
の
や
め
よ ※

小
松
市
立
高
校

　芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

ひ

問い合わせ　国際都市推進課　☎24・8039 Visit Komatsu

～国際交流員キンバリーのこまつ新発見～
明けましておめでとうございます！
　小松に来たときは夏真っ盛りでしたが、そのとき訪れた安宅住吉神社から
見た鮮やかな瑠璃色の海が素晴らしく、一目で小松が好きになりました。秋
には那谷寺で紅葉を楽しんだり、どんどんまつりに参加したりしました。こ
のお祭りはとても可愛くて、皆さんの努力と情熱を感じました。
　今はもう冬です。私の母国シンガポールは熱帯なので「雪」は少し緊張しま
す。それでも、真っ白な景色や雪だるま作りを楽しみにしています。すでに雪
が積もっている白山の頂上はとてもきれいですね。
　小松の食べ物も大好きです。魚は新鮮で種類も多く、魚好きの私にとって
ぴったりの場所なので、どんな新しい料理を作ろうかといつも考えています。
また、この冬はおいしいカニを食べてみたいと思います。
　昨年、海外の人に小松の魅力を知ってもらうため「Explore KOMATSU」のホ
ームページを開設しました。情報を集め、勉強しながらブログを書いていま
す。また通訳ボランティア講座を開催し、英語で小松を紹介するレッスンを
しましたが、皆さんからおっしょべ祭りの恋物語や輪踊りを教えてもらうな
ど、私自身もたくさん学び、より深く理解することができました。
　楽しくて新しいものをたくさん見つけています。2017年も更に魅力的なこ
とに出会えるよう願っています。小松をもっともっと国際的なまちにしてい
きましょう！今年もよろしくお願いします！

▲紅葉と言ったら、やっぱり那谷寺

▲日本遺産に認定された小松の石文化。
　勾玉づくりに挑戦しました！

まがたま


